
 

 

【SPB 17.4-2019 日本語版 改良、新機能のご紹介】 

 ※日本語メニューは Capture および PSpice のみ対応。 

 

この度リリースいたしました SPB 17.4-2019 日本語版では、様々な改良および新機能の追加が行われました。 

おすすめの５つの機能につきましてご紹介いたします。 

 

１．テーマ 

  ・アプリケーションテーマ（メニューバー、プロジェクトマネージャ表示部など）が 

   Dark モードと Light モードに変更することが可能となりました。 

  ・キャンバステーマ（回路図、パーツ/シンボルエディタ表示部）が Dark モードと Light モード、 

Legacy モードに変更することが可能となりました。 

 

＜アプリケーションテーマ＞ 

 ※アプリケーションテーマの変更は、ツールの再起動後に適用されます。 

 ｟Dark モード｠         ｟Light モード｠ 

   

 

＜キャンバステーマ＞ 

｟Dark モード｠         ｟Light モード｠         ｟Legacy モード｠※従来の配色 
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２．ワークスペース 

 ・項目ごとに専用コンテナ化されることで、タブ表示が可能となりました。 

  パネルはドラック＆ドロップによるカスタマイズが可能で別のコンテナへの移動やフローティング、 

単独でアプリケーションテーマ内にドッキングすることが可能。 

 

＜プロジェクトパネル専用コンテナ＞ 

 －複数のプロジェクト 

 －各種生成されたファイルの管理（BOM,NetList など） 

 

＜アウトプットパネル専用コンテナ＞ 

 －Session Log 

 －Command Window 

 －DRCs 

 －Online DRCs 

 －Find Results 

 

＜インプットパネル専用コンテナ＞ 

 －Place Part 

 －Find 

 －PSpice® Part Search 

 －PSpice AD Modeling Application 

 

    

 

 

 

 

 

プロジェクトパネル専用コンテナ 

アウトプットパネル専用コンテナ 

インプットパネル専用コンテナ 



３．プロバイダー部品配置 

  ・プロバイダー検索機能により、Capture の標準ライブラリに登録されていないパーツをWebサイトから 

検索し回路図に配置することが可能になりました。 

※Cadence Online Support (以下 COS)にサインインが必要です。 

   COS アカウント登録方法につきましては、下記 URL「Capture の「プロバイダー検索」機能について」 

    をご参照ください。 

https://secure.okbiz.okwave.jp/crc/faq/show/1786?category_id=1&site_domain=default 

   ※Ultra Librarian のアカウントをお持ちの方は、Ultra Librarian のアカウント情報を入力すると 

    Ultra Librarian の情報も含めたパーツ検索が可能です。 

 

  ＜サインイン画面＞ 

    
 

  ＜パーツ検索画面＞ 

   
 

 

 

 

 

 

https://secure.okbiz.okwave.jp/crc/faq/show/1786?category_id=1&site_domain=default


４．オンラインDRC 

  ・パーツ配置などのコマンド実行毎にリアルタイムで DRC可能な、オンライン DRC 機能が 

追加されました。 

DRC の結果をダブルクリックすると、エラー箇所がハイライトされますので、回路図入力をしながら 

ワーニングやエラー内容の確認や修正が可能となり、効率的な回路図入力が可能となります。 

 

  ＜オンラインDRC設定＞ 

    

 

   ＜オンラインDRC結果表示＞ 

 

 

 

  



５．デザイン同期 

   ・Capture に「新規レイアウト作成」コマンドや「デザイン同期」コマンドが追加されたことにより 

    協調設計が強化されレイアウトとの同期が容易になりました。 

    ※機能ご利用の際は、PCB Editor のライセンスが必要となります。 

    

 

 

 

 

 


